
_｢多体系量子論 と天体｣研究会報告

これは , 1970年 11月 24, 25日,基研 で行 をわれた研究会の報告で

すo多体系量子論は ,従来 も高密度の星その他 の天 体現象 に適用 され てきま し

たが ,パルサーの発見以後 ,中性 子星 の超流動 ,高藤場 の間盛 と関連 して,天

体物崖 とのつ なが Dが｢層探 ま bつ ゝあ Dます｡ この研究会は ,天体物崖 につ

いて も,量 子統計物.壁についてもす ぐれた研究 グループを持つ我 が国 で,中性
/

子星 の問題 あた 勘が両者の研究 上の結 びつ きの よい契機 vE在るのではをいか と

の考 えか ら提案 された ものです｡ 研究会は小規模 のもの で したが ,中性子星 の

モデル ,超高密度星 の磁場 ,中性子星 の超流動 ,感 射e)鹿構 夜どい くつかの重

要 を簡題 につ-いての報告があ 炉ました｡ この研究課題 には ,天 体物塵 ,物性物

盟 ,核物選 を どの研究者uj協力が不可欠 であ 9 , 今回はそ の きっかけにす ぎず ,
＼.

今後適当な時期に再 び共通の討論の機会 があることを期待 しています0
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1. Ⅰntroduction 一中性子星について-

2. 中性子星 の冷却

5. 中性子星のモデル

4. NeutroilStar 形成 と進化の問題

5. 中性子星の穐場 につ いて

(以上 11月24日)

6. 中性 子星 における超流動

7. 中性子星物質 における 3p 2 Pairing effect

8. コ メン ト(中性子星物質での有効核力 ,特 に

n-p相関の可能性 )

?. パ ルサ ーの轟射機構 につ いて

10.シ ンクロトロン轟射の負 自己吸収

(以上 11月25日)

ll.印 象 記 嘉
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中嶋貞雄

燕 ) 問題点の指摘 の意味 葱かねて,研究会報告をまとめるきい ,

お願 い した もの です ｡

-I)2-


	KJ00004749111
	KJ00004749112

